
凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

　

自
民
党
圧
勝
の
総
選
挙
、
単

独
政
党
が
衆
議
院
で
３
分
の
２
を

確
保
し
た
の
は
戦
後
初
だ
。

　

突
然
の
解
散
で
、
政
策
論
議

は
、
ほ
ぼ
ほ
ぼ
な
か
っ
た
。
選
挙

結
果
に
つ
い
て
中
央
紙
は
社
説
で

「
白
紙
委
任
」
で
は
な
い
と
報
じ

る
が
、
な
ら
ば
選
挙
戦
で
、
も
う

少
し
踏
み
込
ん
だ
報
道
が
あ
っ
て

も
よ
か
っ
た
と
思
う
。

　

首
相
の
高
い
支
持
率
は
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
駆
使
し
た
、ア
イ
ド
ル
の「
押

し
活
」
さ
な
が
ら
の
イ
メ
ー
ジ
選

挙
に
よ
る
も
の
で
、
政
治
的
に
信

を
得
た
と
は
言
い
難
い
。

　

解
散
理
由
に
「
国
論
を
二
分

す
る
大
胆
な
政
策
へ
の
挑
戦
」
と

掲
げ
た
が
、
個
別
の
政
策
を
具

体
的
に
説
明
し
て
い
な
い
。
社
会

の
分
断
を
助
長
し
な
い
よ
う
丁
寧

な
合
意
形
成
に
努
め
て
ほ
し
い
。

　

い
ま
国
民
が
期
待
す
る
の
は
、

「
物
価
高
・
イ
ン
フ
レ
対
策
」「
税
・

社
会
保
険
料
等
の
負
担
抑
制
」

な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
に
直
結
す

る
課
題
を
早
急
に
取
り
組
む
こ
と

で
は
な
い
か
。（
髙
）

北
海
道
経
済
の
今
と「
積
極
経
済
政
策
」

総
選
挙
後
、日
本
経
済
の
行
方
は
？
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経
済
産
業
省
北
海
道
経
済
産

業
局
が
１
月
21
日
に
発
表
し
た
経

済
概
況
は
「
全
体
と
し
て
、
管
内

経
済
は
、
一
部
に
弱
い
動
き
が
み

ら
れ
る
も
の
の
、
緩
や
か
に
持
ち

直
し
て
い
る
。
な
お
、
先
行
き
に

つ
い
て
は
、
国
際
経
済
の
動
向
等

を
十
分
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
し
て
い
ま
す
。

　

選
挙
戦
の
さ
中
、
行
き
過
ぎ
た

円
安
か
ら
や
や
円
高
に
持
ち
直
し

つ
つ
あ
る
か
に
見
え
た
円
相
場
が
、

高
市
首
相
の
発
言
で
後
戻
り
す
る

な
ど
、
原
料
の
輸
入
物
価
高
騰
で

悩
む
道
内
中
小
企
業
者
に
と
っ
て

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

（1）

心
配
の
種
は
尽
き
ま
せ
ん
。
北
海

道
経
済
産
業
局
の
今
回
の
発
表

は
、
昨
年
11
月
の
経
済
指
標
を
も

と
に
し
た
も
の
で
す
が
、
以
下
は
、

そ
れ
に
沿
っ
て
編
集
部
で
ま
と
め

た
も
の
で
す
。

　

北
海
道
経
済
は
、
観
光
と
設
備

投
資
が
力
強
く
牽
引
し
て
い
る
一

方
で
、
建
設
や
雇
用
に
は
慎
重
な

見
方
が
必
要
で
す
。（
左
表
参
照
）

 

注
目
す
べ
き
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

１
． 「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
が
下
支

え
す
る
消
費
の
勢
い

　

観
光
客
数
は
順
調
で
、
特
に
外

国
人
観
光
客
の
増
加
が
目
立
ち
ま

す
。
こ
れ
に
付
随
し
て
、
コ
ン
ビ

ニ
（
14
カ
月
連
続
増
）
や
家
電

大
型
専
門
店
（
６
カ
月
連
続
増
）

な
ど
、
身
近
な
小
売
業
で
の
消

    

項   

目
　
　    

　
判   

断
　
　                    
主
な
ト
ピ
ッ
ク

観
　
　    

光
　 

◎ 

改
善
継
続　
　
　

外
国
人
客
数
が
前
年
比
＋
 
・
６
％
と
大
幅
増
。　  

カ
月
連
続
増
！

個
人
消
費   

〇 

緩
や
か
に
改
善　

家
電
、
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
が
好
調
。
百
貨
店
・
新
車
は
苦
戦
。

設
備
投
資   

◎ 

増    

加                

２
０
２
５
年
度
計
画
は
前
年
度
比
＋
 
・
６
％
と
、
投
資
意
欲
は
旺
盛
。

生
産
活
動   

△ 

弱
含
み              

一
般
機
械
は
上
昇
す
る
も
、
輸
送
機
械
な
ど
が
低
下
。

住
宅
・
公
共     

▲ 

減
少
・
弱
含
み    

新
設
住
宅
着
工
は
前
年
比
▲    
・
９
％
と
、
厳
し
い
状
況
が
続
く
。

雇
用
・
倒
産
　
△ 

弱
含
み               

有
効
求
人
倍
率
は
０
・     

倍
。倒
産
件
数
は
増
加
傾
向
。

11
24

93 26

41



（２）

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

費
が
続
い
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

百
貨
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
は
前

年
を
下
回
っ
て
お
り
、
消
費
の
二

極
化
が
見
て
取
れ
ま
す
。

２
． 

設
備
投
資
は
「
攻
め
」
の
姿

勢
、
住
宅
は
「
耐
え
」
の
時
期

　

企
業
の
設
備
投
資
計
画
は
４
年

連
続
で
前
年
度
を
上
回
っ
て
お
り
、

将
来
へ
の
投
資
意
欲
は
衰
え
て
い

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
住
宅
建
設
は

８
カ
月
連
続
で
前
年
割
れ
と
な
っ

て
お
り
、
資
材
高
騰
や
需
要
の
変

化
が
中
小
建
設
業
者
に
影
響
を
与

え
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

３
．
雇
用
と
倒
産
の
動
向
に
注
意

　

有
効
求
人
倍
率
が
０
・
93
倍
ま

で
低
下
し
て
い
ま
す
。
人
手
不
足

感
は
根
強
い
も
の
の
、
企
業
の
採

用
意
欲
に
や
や
慎
重
さ
が
見
ら
れ

ま
す
。（
４
頁
の
表
参
照
）
ま
た
、

倒
産
件
数
が
前
年
比
で
約
35
％
増

加
し
て
い
る
点
も
、
経
営
環
境
の

厳
し
さ
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
は
何
が
で
き
る
か

　

今
回
の
概
況
か
ら
、「
観
光
・

設
備
投
資
」
と
い
う
成
長
エ
ン
ジ

ン
が
あ
る
一
方
で
、「
コ
ス
ト
高
や

雇
用
環
境
の
変
化
」
と
い
う
ブ

レ
ー
キ
も
同
時
に
か
か
っ
て
い
る

状
態
と
言
え
ま
す
。

・
観
光
関
連
の
需
要
を
取
り
込
め

る
チ
ャ
ン
ス
は
な
い
の
か
？

・
設
備
投
資
の
増
加
に
伴
う
受
注

機
会
は
な
い
か
？

・
固
定
費
や
資
金
繰
り
の
再
チ
ェ
ッ

ク
は
で
き
て
い
る
の
か
？

　

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
国
際
経

　

総
選
挙
で
、
高
市
早
苗
首
相
率

い
る
自
民
党
が
圧
勝
し
ま
し
た
。

こ
の
「
高
市
政
権
の
安
定
」
は
、

日
本
の
北
の
大
地
・
北
海
道
に
ど

の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
す
の
で

し
ょ
う
か
。
本
記
事
で
は
、
道
内

済
の
動
向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
透
明
な
情
勢
が
続
き
ま
す

が
、
８
日
投
票
の
総
選
挙
は
自
民

党
の
歴
史
的
圧
勝
と
な
り
、
政
権

は
「
積
極
財
政
」
に
大
き
く
舵
を

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

円
安
株
高
基
調
は
変
わ
り
ま
せ

ん
が
、
高
市
総
理
の
経
済
政
策
に

よ
っ
て
、
市
中
に
出
回
る
お
金
が

増
え
る
の
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ

う
。
そ
れ
を
北
海
道
の
強
み
を
活

か
し
た
経
営
に
ど
う
活
用
し
て
い

く
か
を
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
【
北
海
道
経
済
概
況
の
詳
細
デ
ー
タ

を
確
認
し
た
い
方
は
、
経
済
産
業
省
北

海
道
経
済
産
業
局「
管
内
経
済
概
況（
２

０
２
６
年
１
月
20
日
公
表
）」
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
】

経
済
に
直
結
す
る
４
つ
の
視
点
か

ら
、
今
後
の
展
望
を
解
説
し
ま
す
。

１
． 高
市
首
相
の
「
積
極
経
済
政

策
」
と
北
海
道
経
済

　

首
相
が
掲
げ
る
「
責
任
あ
る
積

極
財
政
」
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を

継
承
・
発
展
さ
せ
た
も
の
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
北
海
道
に
と
っ
て
重

要
な
の
は
、「
経
済
安
全
保
障
」

に
基
づ
く
大
規
模
な
国
内
投
資
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

① 

半
導
体
・
Ａ
Ｉ
拠
点
へ
の
投
資

「
積
極
経
済
政
策
」は
本
道
に
何
も
た
ら
す
？



（３）

　

千
歳
市
の
ラ
ピ
ダ
ス
を
筆
頭
と

す
る
次
世
代
半
導
体
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
の
国
費
投
入
が
一
段
と
加
速
し

ま
す
。

② 

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
基
地
化

　

風
力
発
電
や
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
、
北
海
道
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

活
か
し
た
戦
略
的
投
資
が
進
む
見

込
み
で
す
。

③ 

家
計
支
援
の
即
効
性

　

ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税
率
の
廃
止（
ト

リ
ガ
ー
条
項
の
凍
結
解
除
含
む
）

や
電
気
・
ガ
ス
代
支
援
は
、
車
社

会
か
つ
寒
冷
地
で
あ
る
北
海
道
の

住
民
に
と
っ
て
、
他
の
地
域
以
上
の

直
接
的
な
恩
恵
と
な
り
ま
す
。

２
． 円
安
株
高
基
調
の
今
後
は

　

首
相
は
一
貫
し
て「
大
胆
な
金
融

緩
和
」
の
継
続
を
支
持
し
て
お
り
、

日
銀
の
追
加
利
上
げ
に
は
慎
重
な

立
場
で
す
。こ
の
ス
タ
ン
ス
は
、市
場

に「
円
安
・
株
高
」の
継
続
を
強
く

意
識
さ
せ
ま
す
。

① 

円
安
の
継
続

　

欧
米
と
の
金
利
差
が
縮
ま
り
に

く
い
こ
と
か
ら
、１
ド
ル
＝
１
５
０

円
前
後
、あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
円

安
水
準
が
定
着
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

② 

株
価
へ
の
影
響

　

輸
出
企
業
や
観
光
業
の
収
益
拡

大
期
待
か
ら
、
日
経
平
均
株
価
は

底
堅
く
推
移
す
る
で
し
ょ
う
。北
海

道
に
お
い
て
は
、
ニ
セ
コ
な
ど
の
国

際
リ
ゾ
ー
ト
地
へ
の
海
外
投
資
や

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
さ
ら
に
過

熱
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

３
．円
安
基
調
は
「
春
闘
」
の
賃
上

げ
に
ど
う
影
響
す
る
の
か

　

円
安
は
「
諸
刃
の
剣
」
で
す
。２

０
２
６
年
の
春
闘
で
円
安
は
以
下

の
２
つ
の
側
面
で
影
響
を
及
ぼ
す

で
し
ょ
う
。

　
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面
で
は
、
外
貨
を

稼
ぐ
輸
出
関
連
企
業
や
観
光
・
運

輸
業
の
業
績
が
向
上
し
、
大
幅
な

賃
上
げ
の
原
資（
資
金
）が
確
保
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
面
で
は
、
輸
入
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
原
材
料
価
格
が
高
騰

し
、コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
型
の
イ
ン
フ
レ

を
招
き
ま
す
。こ
れ
が
企
業
の
利
益

を
圧
迫
す
れ
ば
、
賃
上
げ
を
躊
躇

（
ち
ゅ
う
ち
ょ
）
さ
せ
る
要
因
と
な

り
ま
す
。

４
．本
道
の
賃
上
げ
の
行
方

　

総
選
挙
で
の
圧
勝
で
、
政
権
は

「
５
％
以
上
の
賃
上
げ
」
を
強
く
財

界
に
働
き
か
け
る
で
し
ょ
う
。北
海

道
に
お
け
る
具
体
的
な
影
響
は
以

下
の
通
り
で
す
。

① 

大
手
・
半
導
体
関
連

　

５
％
を
超
え
る
高
い
伸
び
を
維

持
。地
域
間
格
差
が
拡
大
へ
。

② 

観
光
・
サ
ー
ビ
ス
業

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効
果
で
積
極
的

な
引
き
上
げ
。一
方
、
人
手
不
足
に

よ
る
過
重
労
働
。

③ 

中
小
・
一
次
産
業

　

地
方
交
付
金
な
ど
の
支
援
に
よ

り
底
上
げ
。コ
ス
ト
増
を
価
格
転

嫁
し
き
れ
る
か
が
最
大
の
課
題
に
。

　

連
合
な
ど
の
予
測
で
は
、
２
０

２
６
年
の
賃
上
げ
率
は
全
国
平
均

で
５
％
前
後
を
維
持
す
る
と
見
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
で
も
、「
所
得
税
の
１
０

３
万
円
の
壁
」
の
見
直
し
や
給
付

付
き
税
額
控
除
の
検
討
が
追
い
風

と
な
り
、
名
目
賃
金
だ
け
で
な
く

「
実
質
賃
金
」
の
プ
ラ
ス
化
が
実
感

で
き
る
か
ど
う
か
が
、景
気
回
復
の

鍵
を
握
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

中
小
企
業
者
は
、
１
月
１
日
施

行
の「
取
適
法
」な
ど
も
活
用
し
な

が
ら
価
格
交
渉
で
賃
上
げ
原
資
の

確
保
を
図
り
た
い
も
の
で
す
。



（４）

道
内
の
雇
用
情
勢（
北
海
道
労
働
局
レ
イ
バ
ー
レ
タ
ー
１
月
30
日
付
よ
り
）

依
然
、建
築
・
土
木
技
術
者
、型
枠
大
工
・
と
び
工
不
足
深
刻

職業計 0.93 ▲0.08 72,712 ▲5.9 78,168 1.8
管理的職業 0.78 ▲0.09 128 4.1 165 17.0
専門的・技術的職業 1.57 ▲0.11 16,373 ▲4.8 10,400 1.9
 開発・製造技術者 0.83  ▲0.08 424 ▲6.4 513 2.6
 建築・土木・測量技術者 6.15 ▲0.57 2,812 2.4 457 11.7
 情報処理・通信技術者 0.93 0.07 1,109 12.6 1,198 4.4
 医師、薬剤師等 1.91 ▲0.08 423 5.0 221 8.9
 看護師、保健師等 1.56 ▲0.11 3,937 ▲5.3 2,529 1.4
 医療技術者、栄養士等 1.79 ▲0.36 2,088 ▲6.3 1,164 12.6
 保育士、福祉相談員等 2.19 ▲0.20 4,572 ▲10.3 2,084 ▲2.4
事務的職業 0.42 0.00 7,530 ▲0.6 17,923 0.0
 一般事務員 0.37 0.00 5,688 1.7 15,169 0.4
 会計・経理事務員 0.63 0.04 638 ▲4.5 1,011 ▲10.0
 営業・販売事務員 1.27 0.02 529 ▲10.6 418 ▲12.0
販売の職業 1.49 ▲0.12 5,951 ▲11.6 3,990 ▲4.7
 販売店員、訪問販売員 1.23 ▲0.17 3,474 ▲16.1 2,818 ▲4.7
 保険外交員、サービス外交員 1.84 ▲0.65 158 ▲15.5 86 14.7
 営業員 2.14 0.06 2,319 ▲3.6 1,086 ▲6.1
サービスの職業 2.21 ▲0.30 17,910 ▲9.9 8,099 2.5
 ホームヘルパー、ケアワーカー 3.43 ▲0.08 8,420 ▲0.4 2,458 2.0
 看護助手、歯科助手等 2.60 ▲0.83 1,062 ▲20.1 409 5.7
 調理人、調理見習 1.93 ▲0.58 3,917 ▲23.4 2,029 ▲0.5
 給仕、接客サービス員 1.83 ▲0.15 2,688 ▲5.7 1,468 2.1
 マンション、駐車場等管理人 0.48 ▲0.16 269 ▲20.2 558 5.5
保安の職業 3.35 ▲0.43 1,915 ▲4.4 572 7.9
 警備員 3.34 ▲0.38 1,885 ▲3.2 564 7.6
農林漁業の職業 1.37 0.01 938 4.9 685 3.9
生産工程の職業 1.97 ▲0.35 5,889 ▲8.8 2,996 7.5
 生産機械制御・監視員 1.89 ▲0.01 225 22.3 119 22.7
 金属加工、溶接・溶断工 2.44 ▲0.23 763 ▲5.0 313 4.0
 その他の製造加工作業員 1.48 ▲0.46 2,254 ▲16.9 1,525 9.2
 機械組立工 1.76 0.16 292 12.7 166 2.5
 整備工・修理工 4.38 ▲0.73 1,894 ▲7.1 432 8.3
 製品検査工 2.22 0.05 162 ▲9.0 73 ▲11.0
 塗装、ＣＡＤオペレーター 0.81 0.00 299 5.3 368 5.4
輸送、機械運転の職業 1.95 ▲0.02 5,230 0.4 2,679 1.2
 自動車運転手 2.27 ▲0.04 3,998 3.0 1,761 4.8
 ボイラー・建設機械運転工 1.54 0.01 1,051 ▲7.6 681 ▲8.3
建設・採掘の職業 4.22 ▲0.45 4,955 ▲2.6 1,174 7.7
 型枠大工、とび工 6.55 0.41 923 ▲6.6 141 ▲12.4
 大工・左官 3.65 ▲0.08 1,062 ▲3.3 291 ▲1.0
 電気工事、電気配線工 3.54 ▲0.34 906 8.1 256 18.5
 建設・土木作業員 4.25 ▲0.89 2,050 ▲4.5 482 15.3
運搬・清掃・包装の職業 0.58 ▲0.03 5,893 ▲3.4 10,223 1.7
 運搬、配達、倉庫作業員 1.08 ▲0.10 1,771 ▲0.1 1,641 9.0
 清掃作業員 1.12 ▲0.10  2,427 ▲4.0 2,174 4.8
 包装作業員 1.59 ▲0.12 271 10.6 1701 8.9
 選別作業員、軽作業員 0.23 ▲0.02  1,424 ▲8.4 6,238 ▲1.4

（単位：倍、人、ポイント、％）職種別求人・求職状況（新規学卒を除く常用計）

【令和７年12月内容】 有効求人倍率 月間有効求人数 月間有効求職者数
前年差 対前年増減率 対前年増減率

　

北
海
道
労
働
局
の
レ
イ
バ
ー
レ

タ
ー
に
よ
る
と
、道
内
の
雇
用
情
勢

は
、「
求
職
に
対
し
求
人
の
動
き
に

弱
さ
が
み
ら
れ
る
。 

引
き
続
き
、
物

価
上
昇
等
が
雇
用
に
与
え
る
影
響

に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
」と
し
て

い
る
。 

　

概
要
（
新
規
学
卒
を
除
く
常
用

計
）で
は
、 

令
和
７
年
12
月
の
有
効

求
人
倍
率
は
、０
・
９
３
倍（
前
年

同
月
１
・
０
１
倍
）と
、前
年
同
月

を 

０
・
０
８
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て

い
る
。

　

一
方
、
求
人
は
、①
新
規
求
人
数

は
２
万
３
千
５
５
４
人
で
前
年
同

月
と
比
べ
４
・
７
％
減
少
。６
カ

月
連
続
で
前
年
同
月
を
下
回
っ
た
。

②
月
間
有
効
求
人
数
は
７
万
２
千

７
１
２
人
で
前
年
同
月
と
比
べ

５
・
９
％
減
少
。６
カ
月
連
続
で

前
年
同
月
を
下
回
っ
た
。③
正
社

員
の
有
効
求
人
倍
率
は
、
０
・
８

４
倍（
前
年
同
月
０
・
８
８
倍
）と
、

前
年
同
月
を
０
・
０
４
ポ
イ
ン
ト

下
回
っ
た
。

　

求
職
は
、①
新
規
求
職
申
込
件

数
は
１
万
２
千
１
０
３
人
で
前
年

同
月
と
比
べ
０
・
１
％
減
少
。３

カ
月
連
続
で
前
年
同
月
を
下
回
っ

た
。②
月
間
有
効
求
職
者
数
は
７

万
８
千
１
６
８
人
で
前
年
同
月
と

比
べ
１
・
８
％
増
加
。４
カ
月
連

続
で
前
年
同
月
を
上
回
っ
た
。 

＊職業欄の太文字は特に不足している職種。



（５）

控
え
よ
と
言
わ
れ
た
も
の
は
み

な
旨
い

窓
際
を
泣
く
子
に
譲
る
バ
ス
の

旅お
育
ち
の
良
さ
を
感
じ
る
く
し

ゃ
み
で
す

今
日
ま
で
の
ケ
ー
キ
２
つ
も
食

う
深
夜

「
フ
マ
キ
ラ
ー
」
フ
が
蠅
マ
が
蚊

だ
っ
た
と
は

天
か
ら
エ
サ
降
る
と
信
じ
て
い

る
金
魚

ダ
イ
エ
ッ
ト
箒
（
ほ
う
き
）
に

す
す
め
ら
れ
た
魔
女

ま
た
着
た
い
な
あ
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

ド
レ
ス
う
ふ

倒
れ
て
る
チ
ャ
リ
起
こ
し
た
ら

持
ち
主
が

戦
争
の
大
義
名
分
み
ん
な
嘘

も
う
こ
れ
で
受
賞
で
き
な
い
平

和
賞

ト
ラ
ン
プ
は
あ
と
３
年
で
い
な

く
な
る

使
え
な
い
部
下
（
ヤ
ツ
）
と
使

え
ぬ
上
司
（
ヤ
ツ
）
が
言
う

プ
ー
チ
ン
と
中
島
み
ゆ
き
同
じ

齢   （
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）



（６）
　

１
月
21
日
、
れ
い
わ
新
選
組
山

本
太
郎
代
表
（
51
）
の
議
員
辞
職

の
ニ
ュ
ー
ス
で
「
多
発
性
骨
髄
腫

（
た
は
つ
せ
い
こ
つ
ず
い
し
ゅ
）」
と

い
う
病
名
を
目
に
し
た
方
も
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
少
し
難
し
そ

う
な
名
前
で
す
が
、
実
は
こ
の
20

年
で
治
療
環
境
が
劇
的
に
変
わ
っ

て
い
る
病
気
の
ひ
と
つ
で
す
。
今

回
は
、
そ
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て

お
届
け
し
ま
す
。

ど
ん
な
病
気
な
の
？

　

私
た
ち
の
体
の
中
で
、
ウ
イ
ル

ス
な
ど
か
ら
身
を
守
る
「
抗
体
」

を
作
る
役
割
を
持
つ
の
が
「
形
質

細
胞
」
で
す
。
こ
の
細
胞
が
が
ん

化
し
て
し
ま
う
の
が
多
発
性
骨
髄

腫
で
す
。

　

が
ん
化
し
た
細
胞
は
、
本
来
の

　

毎
月
10
日
発
行
の
『
道
商
工

連
』
に
、
宣
伝
物
を
同
封
し
て
、

会
員
企
業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

料
で
届
け
ま
す
。月
末
ま
で
（
12

月
は
20
日
）
に
２
５
０
部
を
道

商
工
連
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

役
割
を
果
た
さ
な
い
「
Ｍ
た
ん
ぱ

く
」
と
い
う
物
質
を
作
り
出
し
、

そ
れ
が
原
因
で
以
下
の
よ
う
な
症

状
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

・
腎
機
能
の
低
下

・
貧
血
や
発
熱

・
骨
が
も
ろ
く
な
る

　

原
因
は
ま
だ
完
全
に
は
解
明
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
高
齢
に
な
る

ほ
ど
発
症
し
や
す
く
な
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

「
治
ら
な
い
」か
ら「
付
き
合
え
る
」

病
気
へ

　

か
つ
て
は
治
療
が
難
し
い
病
気

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

状
況
が
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
俳

優
の
佐
野
史
郎
さ
ん
も
こ
の
病
気

を
公
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
は

復
帰
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

多
発
性
骨
髄
腫
に
詳
し
い
大
阪

医
療
セ
ン
タ
ー
の
柴
山
浩
彦
先
生

に
よ
る
と
、
治
療
の
ポ
イ
ン
ト
は

以
下
の
通
り
で
す
。

　
新
薬
の
ラ
ッ
シ
ュ
： 

こ
の
20
年

で
10
種
類
以
上
の
新
薬
（
分
子
標

的
薬
な
ど
）
が
登
場
し
ま
し
た
。

　
仕
事
と
の
両
立
： 

薬
で
病
気
を

う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
働
き
な
が
ら
治
療
を

続
け
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
経
過
観
察
の
段
階
： 

す
ぐ
に
治

療
が
必
要
な
い
「
く
す
ぶ
り
型
」

と
呼
ば
れ
る
段
階
も
あ
り
、
長
く

付
き
合
っ
て
い
く
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

も
っ
と
詳
し
く
知
る
た
め
に

　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
キ
ャ
ン

サ
ー
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
」
で
は
、
最

新
の
治
療
法
や
副
作
用
と
の
付
き

合
い
方
を
ま
と
め
た
冊
子
や
動
画

を
公
開
し
て
い
ま
す
。
公
式
サ
イ

ト 『
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い 

多
発

性
骨
髄
腫
の
こ
と
』
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

（
こ
の
記
事
は
毎
日
新
聞
１
月
21

日
付
朝
刊
の
記
事
を
参
考
に
編
集

部
で
再
編
集
し
た
も
の
で
す
）

健
康
ト
ピ
ッ
ク
ス
　
知
っ
て
お
き
た
い「
多
発
性
骨
髄
腫
」

新
薬
登
場
で
、働
き
な
が
ら「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
病
」へ


